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第
四
節
大
村
町
の
医
学
伝
習
所
　
ポ
ン
ペ
が
長
崎
奉
行
所
西
役
所
（
外
浦
町
、
現
在
の
長
崎
県
庁
所
在
地
）
に
お
い
て
医
学
伝
習
を
開
姶
し
て
問
も
な
く
、
伝
習
生
の
数
が
増
加
す
る
に
つ
れ
て
、
西
役
所
内
に
お
け
る
伝
習
が
困
難
と
な
っ
た
。
そ
れ
は
教
場
の
広
さ
と
受
講
生
の
数
と
が
充
分
な
調
和
を
保
ち
得
な
く
な
っ
た
か
ら
で
あ
る
が
、
そ
れ
は
医
学
伝
習
生
の
数
の
み
な
ら
ず
、
他
の
海
軍
伝
習
生
の
数
の
増
加
に
も
関
係
し
て
い
た
。
医
学
伝
習
生
は
既
に
示
し
た
よ
う
に
、
当
初
は
十
四
人
で
あ
っ
た
が
、
ポ
ン
ペ
の
受
持
っ
た
物
理
学
の
受
講
生
は
四
十
人
で
、
こ
れ
は
一
般
海
軍
伝
習
生
も
加
わ
っ
て
い
た
の
で
あ
る
。
こ
の
一
般
海
軍
伝
習
生
た
ち
が
主
と
し
て
聴
講
し
よ
う
と
し
て
い
る
航
海
学
・
測
量
学
・
数
学
・
砲
術
学
・
築
城
学
・
地
理
学
等
の
伝
習
も
西
役
所
に
お
い
て
聴
講
す
る
に
は
余
り
に
事
務
上
繁
忙
を
来
す
ば
か
り
で
、
然
も
伝
習
生
の
数
と
教
場
の
広
さ
の
問
題
も
加
わ
っ
て
、
適
当
な
教
場
を
他
に
求
め
る
こ
と
と
な
っ
た
。
そ
の
伝
習
所
と
し
て
選
ば
れ
た
の
が
西
役
所
か
ら
程
遠
か
ら
ぬ
大
村
町
十
一
　
　
　
第
二
章
　
長
崎
医
学
の
基
礎
番
地
の
高
島
秋
帆
邸
内
の
西
北
隅
の
一
屋
で
あ
っ
た
。
こ
の
移
転
の
日
時
は
未
だ
詳
ら
か
に
し
な
い
が
、
安
政
四
年
十
一
月
十
二
日
（
一
八
五
七
年
十
二
月
二
十
七
日
）
に
は
既
に
大
村
町
に
移
っ
て
い
た
の
で
あ
る
。
こ
の
新
し
い
医
学
伝
習
所
で
は
完
備
し
た
臨
床
講
義
を
持
つ
こ
と
の
で
き
な
い
施
設
で
あ
っ
た
た
め
、
ポ
ン
ペ
は
同
年
十
一
月
十
六
目
（
一
八
五
七
年
十
二
月
三
十
一
日
）
ま
で
の
う
ち
に
、
長
崎
奉
行
所
に
対
し
て
病
院
設
立
の
申
請
を
な
し
た
の
で
あ
る
。
や
が
て
こ
れ
に
基
い
て
奉
行
所
は
江
戸
に
宛
て
、
病
院
建
設
を
伺
い
出
た
。
さ
て
、
こ
の
大
村
町
の
伝
習
所
で
は
最
初
に
立
て
た
計
画
に
従
っ
て
、
基
礎
医
学
の
講
座
か
ら
始
め
て
、
臨
床
医
学
の
講
義
に
及
ん
だ
。
安
政
七
年
（
三
月
三
日
、
井
伊
直
弼
が
桜
田
門
外
で
暗
殺
さ
れ
た
後
、
閏
三
月
一
日
に
改
元
さ
れ
て
万
延
と
な
っ
た
。
）
三
月
十
四
日
（
一
八
六
〇
年
四
月
四
日
）
に
越
後
（
新
潟
県
）
南
蒲
原
郡
西
野
を
出
発
し
、
高
田
、
柏
原
、
善
光
寺
、
福
島
、
馬
篭
、
大
井
、
岐
阜
、
彦
根
、
石
山
、
京
を
経
て
大
坂
に
一47一
　
　
　
第
四
節
　
大
村
町
の
医
学
伝
習
所
出
、
そ
れ
よ
り
瀬
戸
内
の
海
路
を
取
り
、
途
中
、
金
毘
羅
に
参
詣
し
て
、
豊
後
水
道
を
抜
け
、
延
岡
に
至
り
、
更
に
陸
路
を
と
っ
て
熊
本
を
経
、
小
島
よ
り
再
び
海
路
、
島
原
に
渡
り
、
そ
れ
よ
り
雲
仙
、
愛
津
、
矢
上
を
通
過
し
て
四
月
十
四
日
（
陽
暦
六
月
三
日
）
に
長
崎
に
到
着
し
た
入
沢
恭
平
は
大
村
町
の
伝
習
所
に
入
っ
て
医
学
を
修
め
、
文
久
二
年
三
月
八
日
（
一
八
六
二
年
四
月
六
日
）
に
長
崎
を
出
発
し
て
帰
国
し
、
開
業
し
た
が
、
こ
の
人
の
長
崎
滞
在
中
の
日
記
を
次
に
抄
録
し
よ
う
。
先
ず
恭
平
が
入
門
手
続
を
取
っ
た
の
は
四
月
十
七
日
（
陽
暦
五
月
十
四
日
）
で
、
翌
日
は
吉
尾
幸
載
を
訪
ね
、
翌
々
日
も
同
家
を
再
訪
、
四
月
二
十
日
（
陽
暦
五
月
十
七
日
）
、
吉
雄
幸
沢
、
紙
屋
治
郎
兵
衛
と
同
道
し
て
大
村
町
の
伝
習
所
（
恭
平
は
「
蘭
学
伝
習
館
」
と
記
載
し
て
い
る
。
）
に
入
っ
て
松
本
良
順
に
対
面
し
、
二
十
一
日
（
陽
暦
五
月
十
八
日
）
に
寄
宿
舎
に
入
っ
た
。
二
十
五
日
（
陽
暦
五
月
二
十
二
日
）
、
ポ
ン
ペ
と
同
道
し
て
大
浦
を
見
物
し
た
が
、
五
月
三
目
（
陽
暦
五
月
三
十
一
日
）
に
は
「
大
浦
に
て
御
用
船
箱
館
丸
手
代
安
兵
衛
卒
然
類
中
風
に
罹
り
バ
ッ
テ
ー
ラ
に
て
駈
行
硝
石
亜
的
児
を
与
へ
芥
子
泥
を
行
ふ
」
　
（
註
に
「
六
十
友
水
蛭
代
取
替
」
と
記
し
て
あ
り
、
洋
方
、
漢
方
を
駆
使
し
た
当
時
の
様
子
が
見
え
る
。
）
と
あ
り
、
翌
日
も
箱
館
丸
に
松
本
良
順
、
小
曽
根
六
郎
、
司
馬
凌
海
と
共
に
往
診
し
た
処
、
病
人
が
上
陸
し
て
い
る
た
め
、
大
浦
に
赴
き
「
病
人
診
察
同
篇
ヤ
ー
ラ
パ
三
分
甘
草
二
分
下
剤
を
投
与
」
し
て
い
る
。
さ
て
、
六
月
十
八
日
（
陽
暦
七
月
十
四
日
）
よ
り
三
日
間
、
解
剖
が
行
わ
れ
た
が
、
当
時
の
伝
習
所
門
人
録
が
記
載
さ
れ
て
い
る
。
（
な
お
、
大
村
町
の
医
学
伝
習
所
に
お
け
る
講
義
は
前
節
に
示
し
た
。
）
伝
習
所
門
人
録
　
佐
州
相
川
人
　
　
上
州
高
崎
人
　
長
　
　
萩
人
　
北
筑
前
原
人
　
筑
前
福
岡
藩
　
同
　
京
　
師
　
人
　
大
阪
　
人
　
勢
州
津
人
江
　
戸
　
人
司
馬
凌
海
長
　
　
三
石
戸
倉
豊
之
進
前
田
玄
造
塚
本
道
甫
有
吉
周
平
太
田
精
一
緒
方
平
三
橋
本
節
斎
川
北
玄
立
名
倉
深
造
保
之
助
改
未
六
月
　
三
十
五
歳
未
廿
五
歳
名
篤
字
士
成
号
蓑
山
人
叉
不
孤
斎
未
廿
四
歳
十
二
月
入
門
知
文
字
子
輿
年
廿
四
歳
未
十
二
月
一48一
防
州
国
街
産
播
州
酒
見
北
条
産
長
州
舟
木
産
佐
　
嘉
人
長
州
萩
同予
州
宇
和
島
　
住
崎
陽
豊
後
日
出
人
崎
陽
人
長
　
州
　
萩
崎
　
　
　
陽
崎
陽
人
南
越
圓
陵
人
　
有
馬
左
兵
衛
佐
臣
上
司
譲
四
郎
塩
田
春
海
熊
野
祥
甫
前
山
雲
洞
伊
藤
裕
平
大
槻
清
人
上
領
道
仁
砂
沢
杏
庵
田
上
蘭
亭
吉
雄
圭
斎
中
原
玄
快
吉
尾
幸
哉
同
　
　
幸
沢
郡
　
玄
之
進
土
肥
峻
造
榊
原
養
庵
午
十
一
月
入
門
因
游
惰
末
中
秋
祓
除
杏
雲
名
芳
義
字
子
敬
建
号
桜
軒
叉
雨
帆
年
廿
四
峻
字
克
明
号
箕
山
未
廿
四
実
名
重
光
　
号
時
習
堂
年
廿
九
安
政
丁
己
八
月
　
次
に
入
沢
恭
平
よ
り
少
し
前
に
大
村
町
の
伝
習
所
に
入
っ
た
長
与
専
斎
の
『
松
香
私
志
』
に
よ
れ
ば
、
　
「
伝
習
所
は
、
大
村
町
に
　
　
　
第
二
章
　
長
崎
医
学
の
基
礎
あ
り
て
、
二
階
建
の
長
屋
な
り
き
。
其
頃
は
、
諸
藩
の
伝
習
生
増
加
し
て
、
三
丈
余
の
寄
響
脅
（
驚
評
籏
職
に
）
．
松
本
先
生
も
、
其
中
央
の
一
室
に
住
ま
は
れ
た
り
。
」
と
伝
習
所
が
二
階
建
の
長
屋
に
過
ぎ
な
か
っ
た
こ
と
、
三
十
人
余
り
の
寄
宿
で
き
る
、
室
が
あ
っ
た
こ
と
な
ど
が
覗
わ
れ
る
。
ポ
ン
ペ
は
出
島
に
い
て
、
大
村
町
の
伝
習
所
に
通
い
、
教
授
に
励
ん
で
い
た
の
で
、
寄
宿
舎
に
は
松
本
良
順
が
そ
の
監
督
を
し
た
の
で
あ
る
。
こ
の
松
本
良
順
は
学
生
を
監
督
す
る
労
ら
ポ
ン
ペ
の
補
講
に
励
ん
で
い
た
こ
と
は
別
に
記
し
た
が
、
良
順
の
も
と
で
一
応
手
続
を
経
な
け
れ
ば
、
入
学
は
協
わ
な
か
っ
た
の
で
あ
る
。
長
与
専
斎
が
「
万
延
元
庚
申
年
一
月
、
松
本
先
生
の
許
に
詣
り
て
、
伝
習
傍
聴
の
事
を
願
い
出
て
、
許
可
を
得
た
り
。
」
と
云
う
の
も
そ
の
手
続
上
の
必
要
か
ら
で
、
池
田
謙
斎
も
「
初
め
は
ポ
ン
ペ
に
就
て
修
学
す
る
と
い
う
こ
と
、
其
こ
と
が
甚
だ
や
か
ま
し
か
っ
た
の
で
、
松
本
の
門
人
に
な
ら
ぬ
内
は
、
ポ
ン
ペ
の
所
へ
行
か
れ
な
か
っ
た
の
じ
や
。
即
ち
ポ
ン
ペ
は
出
島
に
蟄
居
し
て
居
て
、
此
以
外
に
は
濫
り
に
出
ら
れ
ぬ
。
」
と
当
時
の
言
伝
え
を
回
想
し
て
い
る
の
で
あ
る
。
　
次
に
、
再
び
専
斎
の
『
松
香
私
志
』
を
引
用
し
て
万
延
元
年
当
一49一
第
四
節
　
大
村
町
の
医
学
伝
習
所
時
の
伝
習
所
を
眺
め
て
置
こ
う
。
　
　
伝
習
生
は
、
諸
藩
の
命
を
受
け
た
る
御
用
書
生
多
く
、
八
畳
、
六
畳
　
位
の
一
間
に
、
二
人
、
三
人
宛
机
を
構
へ
、
其
上
に
幾
冊
と
な
く
原
書
　
を
積
み
、
座
布
団
を
敷
き
、
挟
時
計
を
帯
び
た
る
有
様
は
、
適
塾
自
費
　
の
寒
書
生
た
り
し
者
の
目
に
は
、
只
驚
く
ば
か
り
に
て
、
嚢
時
塾
中
の
　
戯
言
を
さ
へ
思
ひ
出
だ
し
ぬ
。
余
は
、
姑
く
入
塾
を
見
合
せ
、
通
学
す
　
る
事
と
な
し
つ
。
　
　
翌
日
は
、
講
義
の
席
に
列
し
、
松
本
先
生
の
紹
介
に
て
、
ポ
ン
ペ
氏
　
に
引
合
は
さ
れ
し
が
、
生
来
始
め
て
外
国
の
人
に
接
せ
し
事
と
て
、
一
　
言
の
挨
拶
も
出
で
ず
、
只
無
言
に
て
握
手
せ
し
の
み
。
　
　
や
が
て
、
講
義
始
ま
り
け
る
姦
齪
蘇
講
備
震
観
矯
）
　
通
詞
の
一
語
ノ
＼
に
口
訳
し
て
伝
ふ
る
こ
と
さ
へ
、
し
か
と
は
耳
に
と
　
ま
ら
ず
｛
荘
然
と
し
て
酔
へ
る
が
如
く
、
人
々
の
さ
ま
は
如
何
な
ら
ん
　
と
、
見
廻
し
け
る
に
、
松
本
先
生
と
外
に
一
人
は
、
始
終
筆
を
執
り
て
　
筆
記
す
る
さ
ま
な
り
し
が
、
其
他
は
、
手
を
撲
き
て
聴
居
る
も
あ
り
、
　
時
に
鉛
筆
を
取
出
し
て
記
す
る
も
あ
り
。
後
に
聞
け
ば
、
始
終
筆
記
し
居
た
る
は
、
司
馬
凌
海
な
り
し
と
ぞ
（
慕
騰
㌔
鶴
罫
警
㍑
麓
寡
蟷
鰹
鞍
蝋
鉾
雅
鰭
屋
）
　
　
か
く
て
、
日
を
経
る
に
従
ひ
、
ポ
ン
ペ
の
口
演
も
、
略
其
意
味
を
会
　
得
し
、
時
に
は
、
自
己
の
喉
舌
を
以
て
、
質
疑
間
答
す
る
こ
と
も
出
来
　
得
る
や
う
に
な
り
、
稽
々
事
情
も
解
す
る
に
付
き
、
つ
ら
く
学
問
の
　
仕
方
を
観
察
す
る
に
、
従
前
と
は
大
な
る
相
違
に
て
、
極
め
て
平
易
な
　
登
冒
語
即
文
章
を
以
て
、
直
ち
に
事
実
の
正
味
を
説
明
し
、
文
字
章
句
　
の
穿
墾
の
如
き
は
、
毫
も
歯
牙
に
か
く
る
こ
と
な
く
、
病
症
、
薬
物
、
　
器
具
、
其
他
種
々
の
名
物
、
記
号
等
の
類
、
曽
て
冥
捜
暗
索
の
中
に
幾
　
多
の
日
月
を
費
し
た
る
疑
義
難
題
も
、
物
に
就
き
、
図
に
示
し
、
一
目
　
瞭
然
、
掌
に
指
す
が
如
く
な
れ
ば
、
字
書
の
如
き
は
、
ほ
と
ん
ど
机
上
　
の
か
さ
り
物
に
過
き
ず
。
　
　
日
々
の
講
義
を
能
く
理
解
し
、
能
く
記
憶
す
れ
ば
、
目
々
に
新
た
な
　
る
事
を
知
り
、
新
た
な
る
理
を
解
し
、
復
た
一
字
一
章
の
阻
擬
す
る
こ
　
と
な
く
、
坦
々
と
し
て
大
道
を
履
む
が
如
く
な
り
き
。
　
　
但
し
、
利
の
あ
る
所
は
、
害
の
伏
す
る
所
に
し
て
、
学
問
の
平
易
な
　
る
に
つ
け
、
刻
苦
練
磨
の
必
要
少
な
く
、
随
て
怠
慢
放
逸
の
弊
を
生
じ
　
学
生
中
に
は
、
往
々
其
業
を
遂
け
ざ
る
も
の
出
で
来
り
ぬ
。
さ
れ
ど
、
　
此
伝
習
の
事
よ
り
、
蘭
学
の
大
勢
一
変
し
て
、
摘
句
尋
章
の
旧
習
を
脱
　
し
、
直
に
文
章
の
大
要
を
領
し
て
、
専
ら
事
物
の
実
理
を
研
究
す
る
の
　
目
的
に
進
み
、
日
就
月
将
の
勢
を
以
て
、
遂
に
今
日
文
明
の
世
運
を
開
　
く
の
端
と
は
な
れ
り
。
　
　
前
年
緒
方
先
生
の
蘭
学
一
変
の
時
節
到
来
と
宣
ひ
し
そ
、
皇
に
達
人
　
の
知
言
な
り
し
と
、
私
か
に
深
く
感
歎
し
た
り
き
。
　
専
斎
は
大
村
藩
医
で
、
安
政
元
年
（
一
八
五
四
年
）
に
緒
方
洪
庵
（
適
塾
）
の
門
に
入
り
、
安
政
六
年
（
一
八
五
九
年
）
に
至
り
、
江
戸
に
赴
い
て
蘭
学
の
研
究
を
志
し
た
と
こ
ろ
、
緒
方
洪
庵
が
長
崎
に
游
学
す
る
こ
と
を
奨
め
た
の
で
、
大
村
に
帰
り
、
万
延
元
年
一50一
（
八
一
六
〇
年
）
に
大
村
町
の
伝
習
所
に
入
学
し
、
そ
の
後
、
長
崎
府
医
学
校
頭
取
を
勤
め
、
長
崎
を
離
れ
た
後
は
初
代
衛
生
局
長
と
な
り
、
わ
が
国
の
医
制
の
制
定
改
革
に
尽
力
し
た
。
　
次
に
、
関
寛
斎
が
来
遊
し
た
時
の
こ
と
を
そ
の
日
記
「
万
延
元
庚
申
十
二
月
十
二
日
文
久
二
壬
戌
二
至
、
日
記
付
朋
百
氏
施
療
記
事
」
を
抄
録
し
て
窺
っ
て
み
よ
う
。
　
騰
月
廿
三
日
　
曇
　
入
塾
　
廿
四
日
、
神
代
泰
輔
へ
煙
草
入
藤
田
へ
手
巾
煙
草
入
ニ
ツ
ヲ
進
ス
器
械
　
　
ヲ
求
ム
芸
日
薯
・
齢
攣
献
ズ
　
廿
六
日
　
晴
　
　
一
　
女
年
十
七
、
四
五
十
日
前
ヨ
リ
慢
性
衝
漱
衝
二
罹
ル
角
膜
二
小
　
　
　
　
瘍
ヲ
発
シ
一
個
潰
レ
パ
叉
一
個
ヲ
発
ス
結
膜
弛
緩
シ
テ
董
明
ス
　
　
　
　
且
ツ
体
質
痩
、
蟹
す
朋
百
先
生
診
シ
テ
内
服
ニ
ハ
謬
一
且
舶
　
　
　
　
ヒ
ド
ラ
ホ
ッ
ト
ア
ス
水
ヲ
点
漏
ス
此
二
由
リ
テ
七
目
ニ
シ
テ
全
　
　
　
　
治
ス
　
　
一
　
男
子
耳
腺
ノ
硬
結
腫
二
罹
ル
朋
百
先
生
診
シ
テ
ヒ
ド
ラ
ホ
ッ
ト
　
　
　
　
ア
ス
ヲ
内
服
セ
シ
メ
一
目
二
・
四
瓦
ヨ
リ
漸
々
増
加
シ
テ
一
二
十
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
マ
ヤ
　
　
　
　
瓦
二
至
テ
著
ク
分
解
シ
テ
少
ト
ナ
リ
　
　
一
　
婦
人
腕
関
節
ヲ
誤
治
シ
テ
著
ク
肌
肉
脱
ス
朋
百
先
生
診
シ
テ
獣
　
　
　
　
浴
ヲ
命
ズ
第
二
章
　
長
崎
医
学
の
基
礎
　
　
　
法
ヲ
守
テ
獣
ノ
腹
中
二
容
納
シ
爾
後
頻
リ
ニ
摩
擦
ヲ
行
フ
此
ノ
　
　
　
処
置
二
由
テ
漸
々
肉
脱
減
ジ
テ
回
陽
ス
廿
七
日
　
曇
午
前
読
書
午
後
ヨ
リ
船
シ
テ
製
鉄
所
二
至
リ
テ
「
ハ
ル
デ
ス
」
ノ
寓
　
二
至
リ
巻
煙
草
且
ツ
蒲
萄
酒
ヲ
賜
リ
且
ハ
ル
デ
ス
案
内
シ
テ
製
鉄
所
　
ノ
機
械
ヲ
観
ス
（
中
略
）
　
陸
二
至
リ
中
華
ノ
屋
敷
ヲ
廻
リ
テ
帰
病
院
ヲ
一
見
シ
テ
帰
磯
忍
ブ
ベ
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
レ
レ
　
カ
ラ
ズ
同
行
八
人
ニ
テ
一
酒
店
ニ
テ
飽
食
シ
テ
六
ツ
半
帰
ル
（
中
略
）
十
八
日
　
風
雨
甚
シ
廿
九
日
萬
延
二
正
月
元
旦
　
快
晴
　
共
二
且
ツ
松
本
君
ヲ
賀
シ
八
ツ
時
蘭
館
二
至
リ
ポ
ン
ペ
ニ
謁
シ
且
ツ
　
小
時
間
共
二
語
ル
衆
ハ
ノ
シ
メ
十
徳
ナ
リ
我
輩
此
ナ
シ
然
圧
外
三
輩
　
ハ
紋
衣
ヲ
カ
ル
余
一
人
ハ
縞
ノ
衣
ノ
上
二
羽
織
ヲ
着
ス
ル
ノ
ミ
実
二
　
恥
ル
ニ
堪
タ
リ
ポ
ソ
ペ
ノ
館
ハ
離
レ
家
ニ
シ
テ
周
囲
塀
ア
リ
屋
ハ
大
　
サ
五
開
四
方
許
二
階
ア
リ
我
輩
ハ
ニ
階
二
上
ル
ニ
方
硝
子
ノ
大
窓
ア
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
マ
ヤ
　
リ
望
観
極
ル
叉
一
商
館
二
至
ル
此
レ
ハ
連
キ
タ
ル
館
ノ
内
ナ
リ
下
二
　
入
リ
テ
諸
売
物
ヲ
見
且
其
ノ
館
二
独
逸
ノ
本
草
家
「
ギ
ュ
ル
ヂ
ン
」
　
同
居
ス
由
テ
ニ
階
二
上
リ
会
シ
テ
蒲
萄
酒
巻
煙
草
ヲ
与
フ
居
殊
二
美
　
円
坐
シ
テ
語
ル
本
草
書
ヲ
出
シ
テ
日
本
ノ
ツ
バ
キ
且
ツ
松
ノ
種
類
ノ
　
真
写
ヲ
見
ル
実
二
真
二
迫
ル
帰
ル
時
各
々
手
ヲ
給
シ
テ
帰
ル
ニ
日
　
曇
　
八
ツ
時
発
会
ノ
賀
ア
リ
一51一
